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句と節の識別問題 ⑴ 
 
各文の下線部は ア. 名詞句，イ. 形容詞句，ウ. 副詞句 のどれかを答えよ。 
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Won’t you have something to drink? 
 
Jane looks happy to be with him. 
 
I don’t know the name of the bird drinking water in the 
river. 
 
My dream is to play Juliet. 
 
She practiced the piano from four till six. 
 
On holidays he enjoys playing the guitar. 
 
She saw the stars in the sky. 
 
To make a speech is difficult. 
 
It is warm enough to take a walk outside. 
 
Have you decided which to choose? 
 
Jack put the book on the desk. 
 
Yuka received a letter written in English. 
 
Emis is good at drawing pictures. 
 
She ran to the station to catch the last train. 
 
The book on the desk is mine. 
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〔     〕 
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名詞句 ：名詞と同じように S・C・O・前置詞の目的語になる 
形容詞句 ：形容詞と同じように名詞・代名詞を修飾する。 
副詞句 ：副詞と同じように動詞・形容詞・ほかの副詞・文全体などを修飾する。 

  

〈　 〉
飲むための→何か

（ ）
彼といれて→幸せ

感情を表す形容詞を修飾

名詞を修飾

〈
〉

川で水を飲んでいる→鳥

名詞を修飾

［ ］
S V C

私の夢　　＝「ジュリエットを演じること」
補語になる

～から
）

～まで
（
４時から６時まで→練習した

動詞を修飾

（ ） ［ ］
S V O

「ギターを弾くこと」
目的語になる

〈 〉
空の→星

名詞を修飾

［ ］
S V C

主語になる
「スピーチをすること」

（ ）

［　　 ］ 〈　　 　〉 （　　 ）

外を散歩するのに→十分暖かい
形容詞を修飾

※このように、副詞的用法
には感情を表す形容詞以
外でも、その意味を限定
する働きがあります。

［ ］
S V O

「どちらを選ぶべきか」
目的語になる

（ ）
机の上に→置いた

〈 〉
英語で書かれた→本

動詞を修飾

名詞を修飾

［ ］
「絵を描くこと」

前

前置詞の目的語

（ ）終電に乗るために→走った
動詞を修飾

〈 〉
机の上の→本

名詞を修飾
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【和訳】 

（１）なにか飲み物はいかがですか？ 

（２）ジェーンは彼といれて幸せそうです。 

（３）川で水を飲んでいる鳥の名前がわかりません。 

（４）私の夢はジュリエットを演じることです。 

（５）彼女は4 時から６時までピアノを練習しました。 

（６）休日には、彼はギターを弾くことを楽しみます。 

（７）彼女は空の星を見ました。 

（８）スピーチをするのは難しいです。 

（９）外を散歩できるくらい十分暖かいです。 

（１０）どちらを選ぶべきか決めましたか？ 

（１１）ジャックは机の上に本を置きました。 

（１２）ユカは英語で書かれた手紙を受け取りました。 

（１３）エミは絵を描くことが得意です。 

（１４）彼女は終電に乗るために駅へ走りました。 

（１５）机の上の本は私のものです。 
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句と節の識別問題 ⑵ 
 
各文の下線部は ア. 名詞節，イ. 形容詞節，ウ. 副詞節 のどれかを答えよ。 
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The problem is whether we can help you. 
 
Please call me if you need any help. 
 
Do you think that he will come in time? 
 
This is the road which leads to the station. 
 
Ted sang while he was driving his car. 
 
I hope that my dream will come true. 
 
The girl who found your key was Akiko. 
 
Tell me the day when Ted will come home from Russia. 
 
She went home by taxi because it was late at. 
 
Tell me why you don’t like him. 
 
The man who helped us was a police officer. 
 
I was late for school because the bus was late. 
 
I’ve lost the ring which he gave me. 
 
That he lost his wallet is true. 
 
If it rains tomorrow, we will not play soccer. 

〔     〕 
 
〔     〕 
 
〔     〕 
 
〔     〕 
 
〔     〕 
 
〔     〕 
 
〔     〕 
 
〔     〕 
 
〔     〕 
 
〔     〕 
 
〔     〕 
 
〔     〕 
 
〔     〕 
 
〔     〕 
 
〔     〕 

 

名詞節 ：名詞と同じように S・C・O・前置詞の目的語になる 
形容詞節 ：形容詞と同じように名詞・代名詞を修飾する。 
副詞節 ：接続詞に導かれて時，条件，理由，譲歩などを表す。 

  

節＝２語以上でS +Ｖを含むカタマリ

［ ］
S V C

補語になる

接 whether
名詞のカタマリを作る時、
「SがVするかどうか」

（ ）

私たちがあなたを手伝えるかどうか

「条件」

［ ］
S V O

目的語になる

〈 〉 名詞を修飾

（ ）「時」

［ ］
S V O

目的語になる

〈 〉
S V C

名詞を修飾

〈 〉
関係副詞のwhen 時を表す名詞を修飾する

「関係副詞」というもの
があります。関係代名詞
と働きは似ていますが、
修飾される名詞が必ず
「時」を表します。ま
た、後ろが完全文になる
のも特徴です。

「テッドがロシアから帰宅する日」

（ 「理由」

［ ］
命V O O

目的語になる

〈 〉
S V C

名詞を修飾

（ ） 「理由」

〈 〉 名詞を修飾

［ ］
S V C

「彼が財布を無くしたこと」 事実だ

（ ） 「条件」
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【和訳】 

（１）問題は、私たちがあなたを手伝えるかどうかです。 

（２）もし助けが必要なら、電話してください。 

（３）彼は時間通りに来ると思いますか？ 

（４）これは、駅へ続くみちです。 

（５）テッドは運転しながら歌いました。 

（６）自分の夢がかなうといいなと思います。 

（７）あなたのカギを見つけてくれた女の子は、アキコでした。 

（８）テッドがロシアから帰宅する日を教えてください。 

（９）夜遅かったので、彼女はタクシーで帰宅した。 

（１０）なぜあなたが彼を好きではないのかを教えて。 

（１１）私たちを助けてくれてたその男性は、警察官でした。 

（１２）バスが遅れていたので、私は学校に遅れた。 

（１３）私は、彼がくれた指輪を無くしてしまった。 

（１４）彼が財布を無くしたのは事実だ。 

（１５）もし明日雨が降れば、私たしはサッカーをしないだろう。 


